
学科 年

学期 前 期

科目区分 専門 授業方法 講義 履修分類 選択必修 単位数

【事前】

【事後】

【事前】

【事後】

【事前】

【事後】

【事前】

【事後】

【事前】

【事後】

【事前】

【事後】

【事前】

【事後】

【事前】

【事後】

【事前】

【事後】

【事前】

【事後】

【事前】

【事後】

【事前】

【事後】

【事前】

【事後】

【事前】

【事後】

【事前】

【事後】

　１．課　題 20 ％

　２．授業姿勢 30 ％

　３．テストその他 50 ％

　

９　建築史

テキストの該当範囲を読んでおくこと

課題は次の授業まで終わせること

確認テスト⑤

テキストの該当範囲を読んでおくこと

課題は次の授業まで終わせること

評価項目/割合 評　価　内　容

授業中の課題、授業後課題の内容と取組状況

①欠席や遅刻はないか、②私語がなく受講マナーは良好か、③授業中によく聞き、メモ、質問、発言など自ら工夫し積極的に授業に参加しているか　④忘れ物をしていない、
以上の観点から評価

確認テスト、期末テストより評価

　　課題･テスト（その他検定など）はそれぞれ20％以上とし、授業姿勢は30％とする。

週数

1

テキストの該当範囲を読んでおくこと

課題は次の授業まで終わせること

2 建築物の環境共生

テキストの該当範囲を読んでおくこと

課題は次の授業まで終わせること

確認テスト①

テキストの該当範囲を読んでおくこと

課題は次の授業まで終わせること

3 マネジメント

小林　弘二 ２

テキストの該当範囲を読んでおくこと

課題は次の授業まで終わせること

一級建築士建築計画の範囲を学ぶ。

一級建築士建築計画の範囲を学ぶ。

一級建築士の建築計画と二級建築施工管理技士補の試験内容を学び理解する。

TAC　令和６年度版　1級建築士試験 学科Ⅰ新体系テキスト（計画）、TAC 過去問 年度別問題集（計画）、総合資格学院 必修項目習得講座テキスト、

授業計画 事前・事後の学習

1 建築士の職責・業務

担当教員

学習目的

授業内容

学習目標

使用テキスト

建築・デザイン 2年課程 ２

科 目 名 建築計画ⅡＡ

テキストの該当範囲を読んでおくこと

課題は次の授業まで終わせること

7-2　面積算定・寸法設計の概要

テキストの該当範囲を読んでおくこと

課題は次の授業まで終わせること

確認テスト④

テキストの該当範囲を読んでおくこと

課題は次の授業まで終わせること

10　積算
８　都市計画

テキストの該当範囲を読んでおくこと

課題は次の授業まで終わせること

5-8 公共建築の実例

テキストの該当範囲を読んでおくこと

課題は次の授業まで終わせること

確認テスト③

テキストの該当範囲を読んでおくこと

課題は次の授業まで終わせること

4-3　劇場

7

8

評
価
基
準

目標検
定・課外
授業実
施予定・
その他

9

10

11

12

13

14

15

2

3

4

5

6

テキストの該当範囲を読んでおくこと

課題は次の授業まで終わせること

4-2 集合住宅

テキストの該当範囲を読んでおくこと

課題は次の授業まで終わせること

確認テスト②

テキストの該当範囲を読んでおくこと

課題は次の授業まで終わせること

5 公共建築



学科 年

学期 後 期

科目区分 専門 授業方法 演習 分類 自由選択 単位数

　１．課　題 70 ％

　２．授業姿勢 30 ％

　３．テストその他 0 ％

　

9

10

11

12

13

14

15

目標検定・
課外授業
実施予定・

その他

評
価
基
準

①欠席や遅刻はないか、②私語がなく受講マナーは良好か、③授業中によく聞き、メモ、質問、発言など自ら工夫し積極的に授業に参加しているか　④忘れ
物をしていない、以上の観点から評価

　　課題･テスト（その他検定など）はそれぞれ20％以上とし、授業姿勢は30％とする。

6

7

8

2

3

4

5

学習目標

使用テキスト

週数

1

各建築士建築計画の範囲を学び、建築計画の基本を理解する。

各建築士の建築計画を学ぶ。

各建築士の建築計画の試験内容を学び理解する。

TAC　1級建築士試験 学科テキスト、問題集、 総合資格 二級建築士テキスト、問題集、適宜プリント配布

授業計画

各建築士の試験対策

小林　弘二、 1担当教員

学習目的

授業内容

建築・デザイン 2年課程 ２

科 目 名 建築士対策ⅡA（計画）

評　価　内　容

授業中の課題、授業後課題の内容と取組状況

評価項目/割合



学科 年

学期 後 期

科目区分 専門 授業方法 演習 分類 自由選択 単位数

　１．課　題 70 ％

　２．授業姿勢 30 ％

　３．テストその他 0 ％

　

　　課題･テスト（その他検定など）はそれぞれ20％以上とし、授業姿勢は30％とする。

11

12

13

14

15

6

7

8

9

10

2

3

4

5

1

各建築士建築環境設備の範囲を学び、建築計画の基本を理解する。

各建築士の建築環境設備を学ぶ。

各建築士の建築環境設備の試験内容を学び理解する。

TAC　1級建築士試験 学科テキスト、問題集、 適宜プリント配布

授業計画

各建築士の試験対策

授業中の課題、授業後課題の内容と取組状況

①欠席や遅刻はないか、②私語がなく受講マナーは良好か、③授業中によく聞き、メモ、質問、発言など自ら工夫し積極的に授業に参加しているか　④忘
れ物をしていない、以上の観点から評価

建築・デザイン 2年課程 ２

科 目 名 建築士対策ⅡA（環境設備）

大楠　安紀 2担当教員

学習目的

授業内容

学習目標

使用テキスト

週数

28

30

評価項目/割合 評　価　内　容

26

評
価
基
準

目標検定・
課外授業
実施予定・

その他

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

27

29



学科 年

学期 後 期

科目区分 専門 授業方法 演習 分類 自由選択 単位数

　１．課　題 70 ％

　２．授業姿勢 30 ％

　３．テストその他 0 ％

　

　　課題･テスト（その他検定など）はそれぞれ20％以上とし、授業姿勢は30％とする。

11

12

13

14

15

6

7

8

9

10

2

3

4

5

1

各建築士建築法規の範囲を学び、建築計画の基本を理解する。

各建築士の建築法規を学ぶ。

各建築士の建築法規の試験内容を学び理解する。

TAC　1級建築士試験 学科テキスト、問題集、 総合資格 二級建築士テキスト、問題集、建築関係法令集　法令編、適宜プリント配布

授業計画

各建築士の試験対策

授業中の課題、授業後課題の内容と取組状況

①欠席や遅刻はないか、②私語がなく受講マナーは良好か、③授業中によく聞き、メモ、質問、発言など自ら工夫し積極的に授業に参加しているか　④忘れ
物をしていない、以上の観点から評価

建築・デザイン 2年課程 ２

科 目 名 建築士対策ⅡA（法規）

吉野　由美 2担当教員

学習目的

授業内容

学習目標

使用テキスト

週数

28

30

評価項目/割合 評　価　内　容

26

評
価
基
準

目標検定・
課外授業
実施予定・

その他

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

27

29



学科 年

学期 後 期

科目区分 専門 授業方法 演習 分類 自由選択 単位数

　１．課　題 70 ％

　２．授業姿勢 30 ％

　３．テストその他 0 ％

　

　　課題･テスト（その他検定など）はそれぞれ20％以上とし、授業姿勢は30％とする。

11

12

13

14

15

6

7

8

9

10

2

3

4

5

1

各建築士建築構造の範囲を学び、建築計画の基本を理解する。

各建築士の建築構造を学ぶ。

各建築士の建築構造の試験内容を学び理解する。

TAC　1級建築士試験 学科テキスト、問題集、 総合資格 二級建築士テキスト、問題集、適宜プリント配布

授業計画

各建築士の試験対策

授業中の課題、授業後課題の内容と取組状況

①欠席や遅刻はないか、②私語がなく受講マナーは良好か、③授業中によく聞き、メモ、質問、発言など自ら工夫し積極的に授業に参加しているか　④忘
れ物をしていない、以上の観点から評価

建築・デザイン 2年課程 ２

科 目 名 建築士対策ⅡA（構造）

竹村　哲也、 2担当教員

学習目的

授業内容

学習目標

使用テキスト

週数

28

30

評価項目/割合 評　価　内　容

26

評
価
基
準

目標検定・
課外授業
実施予定・

その他

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

27

29



学科 年

学期 後 期

科目区分 専門 授業方法 演習 分類 自由選択 単位数

　１．課　題 70 ％

　２．授業姿勢 30 ％

　３．テストその他 0 ％

　

9

10

11

12

13

14

15

目標検定・
課外授業
実施予定・

その他

評
価
基
準

①欠席や遅刻はないか、②私語がなく受講マナーは良好か、③授業中によく聞き、メモ、質問、発言など自ら工夫し積極的に授業に参加しているか　④忘
れ物をしていない、以上の観点から評価

　　課題･テスト（その他検定など）はそれぞれ20％以上とし、授業姿勢は30％とする。

6

7

8

2

3

4

5

学習目標

使用テキスト

週数

1

各建築士建築施工の範囲を学び、建築計画の基本を理解する。

各建築士の建築施工を学ぶ。

各建築士の建築施工の試験内容を学び理解する。

TAC　1級建築士試験 学科テキスト、問題集、 総合資格 二級建築士テキスト、問題集、適宜プリント配布

授業計画

各建築士の試験対策

星屋　吉宏、 1担当教員

学習目的

授業内容

建築・デザイン 2年課程 ２

科 目 名 建築士対策ⅡA（施工）

評　価　内　容

授業中の課題、授業後課題の内容と取組状況

評価項目/割合



学科 年

学期 後 期

科目区分 専門 授業方法 演習 分類 自由選択 単位数

　１．課　題 70 ％

　２．授業姿勢 30 ％

　３．テストその他 0 ％

　

9

10

11

12

13

14

15

目標検定・
課外授業
実施予定・

その他

評
価
基
準

①欠席や遅刻はないか、②私語がなく受講マナーは良好か、③授業中によく聞き、メモ、質問、発言など自ら工夫し積極的に授業に参加しているか　④忘
れ物をしていない、以上の観点から評価

　　課題･テスト（その他検定など）はそれぞれ20％以上とし、授業姿勢は30％とする。

6

7

8

2

3

4

5

学習目標

使用テキスト

週数

1

各建築士建築施工の範囲を学び、建築計画の基本を理解する。

各建築士の建築製図を学ぶ。

各建築士の建築製図の試験内容を学び理解する。

 総合資格 二級建築士製図テキスト、適宜プリント配布

授業計画

各建築士の試験対策

長田　静穂 1担当教員

学習目的

授業内容

建築・デザイン 2年課程 ２

科 目 名 設計演習ⅡA（製図）

評　価　内　容

授業中の課題、授業後課題の内容と取組状況

評価項目/割合



学科 年

学期 前 期

科目区分 専門 授業方法 演習 分類 選択必修 単位数

　１．課　題 70 ％

　２．授業姿勢 30 ％

　３．テストその他 0 ％

　

 目標検定：建築CAD検定２級合格授業の進捗度・理解度等により、授業実施順番、内容を変更する場合があります。

9

10

11

12

13

14

15

目標検定・
課外授業
実施予定・

その他

導入、・Photoshopとillustrator概要、基本操作、応用

評
価
基
準

①欠席・遅刻がないか　②受講マナーが良好か　③クラスの授業に協力的か、④授業中に良く聞き、メモ、質問、発言など自ら工夫し積極的に授業に参加し
ているか　⑤忘れ物をしない　　以上の観点から評価。

　　課題･テスト（その他検定など）はそれぞれ20％以上とし、授業姿勢は30％とする。

6

7

8

導入、・Photoshopとillustrator概要、基本操作、応用

導入、・Photoshopとillustrator概要、基本操作、応用

導入、・Photoshopとillustrator概要、基本操作、応用

導入、・Photoshopとillustrator概要、基本操作、応用

導入、・Photoshopとillustrator概要、基本操作、応用

導入、・Photoshopとillustrator概要、基本操作、応用

導入、・Photoshopとillustrator概要、基本操作、応用2

3

4

5

学習目標

使用テキスト

週数

1

Photoshop及びIllustratorの基本操作と基礎知識の習得

前期はillustratorを中心授業を行う。illustratorを活用した課題制作

Photoshop及びIllustratorの役割を理解し、illustratorの基礎知識を理解、基本操作ができるようになること

空間練習帳 (建築文化シナジー)、Illustrator & Photoshopデザインの作り方 アイデア図鑑

授業計画

導入、・Photoshopとillustrator概要、基本操作、応用

未定 ２担当教員

学習目的

授業内容

建築・デザイン 2年課程 １

科 目 名 Photoshop ・ illustratorⅡA

評　価　内　容

課題の出来栄えと発表内容で評価、学生らからも評価を募り評価に反映する。

導入、・Photoshopとillustrator概要、基本操作、応用

illustrator練習課題（ロゴデザイン　トレース）

illustrator練習課題（チラシデザイン　トレース）

Illustrator活用課題制作１

Illustrator活用課題制作２

Illustrator活用課題発表、講評、フィードバック

評価項目/割合



学科 年

学期 後 期

科目区分 専門 授業方法 演習 分類 選択必修 単位数

　１．課　題 70 ％

　２．授業姿勢 30 ％

　３．テストその他 0 ％

　

 目標検定：建築CAD検定２級合格授業の進捗度・理解度等により、授業実施順番、内容を変更する場合があります。

9

10

11

12

13

14

15

目標検定・
課外授業
実施予定・

その他

Photoshopとillustrator概要、基本操作

評
価
基
準

①欠席・遅刻がないか　②受講マナーが良好か　③クラスの授業に協力的か、④授業中に良く聞き、メモ、質問、発言など自ら工夫し積極的に授業に参加し
ているか　⑤忘れ物をしない　　以上の観点から評価。

　　課題･テスト（その他検定など）はそれぞれ20％以上とし、授業姿勢は30％とする。

6

7

8

Photoshopとillustrator概要、基本操作

Photoshopとillustrator概要、基本操作

Photoshopとillustrator概要、基本操作

Photoshopとillustrator概要、基本操作

Photoshopとillustrator概要、基本操作

Photoshopとillustrator概要、基本操作

Photoshopとillustrator概要、基本操作2

3

4

5

学習目標

使用テキスト

週数

1

Photoshop及びIllustratorの基本操作と基礎知識の習得、Adobe認定プロフェッショナルに相当する知識・スキル習得

後期はPhotoshopを中心に、illustratorとPhotoshopを活用した課題制作

Photoshopの基礎知識を理解、基本操作ができるようになること、illustratorとPhotoshopの連携を理解する

空間練習帳 (建築文化シナジー)、Illustrator & Photoshopデザインの作り方 アイデア図鑑

授業計画

導入、・Photoshopとillustrator概要、基本操作、応用

未定 １担当教員

学習目的

授業内容

建築・デザイン 2年課程 １

科 目 名 Photoshop ・ illustratorⅡB

評　価　内　容

課題の出来栄えと発表内容で評価、学生らからも評価を募り評価に反映する。

Photoshopとillustrator概要、基本操作

illustrator練習課題（ロゴデザイン　トレース）

illustrator練習課題（チラシデザイン　トレース）

Illustrator活用課題制作１

Illustrator活用課題制作２

Illustrator活用課題発表、講評、フィードバック

評価項目/割合



学科 年

学期 前 期

科目区分 専門 授業方法 演習 分類 自由選択 単位数

　１．課　題 70 ％

　２．授業姿勢 30 ％

　３．テストその他 0 ％

　

測量士補試験対策

　　課題･テスト（その他検定など）はそれぞれ20％以上とし、授業姿勢は30％とする。

測量士補試験対策

測量士補試験対策

測量士補試験対策

測量士補試験対策

測量士補試験対策

11

12

13

14

15

6

7

8

9

10

測量士補試験対策

2

3

4

5
測量士補試験対策

1

測量士補の範囲を学び、測量の基本を理解する。

測量士補を学ぶ。

測量士補の試験内容を学び理解する。

測量、測量士補問題集2024年版、適宜プリント配布

授業計画

測量士補試験対策

授業中の課題、授業後課題の内容と取組状況

①欠席や遅刻はないか、②私語がなく受講マナーは良好か、③授業中によく聞き、メモ、質問、発言など自ら工夫し積極的に授業に参加して
いるか　④忘れ物をしていない、以上の観点から評価

建築・デザイン 2年課程 ２

科 目 名 測量士ⅡＡ

梶川　誠 ２担当教員

学習目的

授業内容

学習目標

使用テキスト

週数

測量士補試験対策

28

測量士補試験対策

30

評価項目/割合 評　価　内　容

測量士補試験対策

測量士補試験対策

測量士補試験対策

測量士補試験対策

26

評
価
基
準

目標検定・
課外授業
実施予定・

その他

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

27

29



学科 年

学期 後 期

科目区分 専門 授業方法 演習 分類 自由選択 単位数

　１．課　題 70 ％

　２．授業姿勢 30 ％

　３．テストその他 0 ％

　

測量士補試験対策

　　課題･テスト（その他検定など）はそれぞれ20％以上とし、授業姿勢は30％とする。

測量士補試験対策

測量士補試験対策

測量士補試験対策

測量士補試験対策

測量士補試験対策

11

12

13

14

15

6

7

8

9

10

測量士補試験対策

2

3

4

5
測量士補試験対策

1

測量士補の範囲を学び、測量の基本を理解する。

測量士補を学ぶ。

測量士補の試験内容を学び理解する。

測量、測量士補問題集2024年版、適宜プリント配布

授業計画

測量士補試験対策

授業中の課題、授業後課題の内容と取組状況

①欠席や遅刻はないか、②私語がなく受講マナーは良好か、③授業中によく聞き、メモ、質問、発言など自ら工夫し積極的に授業に参加して
いるか　④忘れ物をしていない、以上の観点から評価

建築・デザイン 2年課程 ２

科 目 名 測量士ⅡB

梶川　誠 ２担当教員

学習目的

授業内容

学習目標

使用テキスト

週数

測量士補試験対策

28

測量士補試験対策

30

評価項目/割合 評　価　内　容

測量士補試験対策

測量士補試験対策

測量士補試験対策

測量士補試験対策

26

評
価
基
準

目標検定・
課外授業
実施予定・

その他

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

27

29



学科 年

学期 前 期

科目区分 専門 授業方法 演習 分類 選択必修 単位数

　１．課　題 70 ％

　２．授業姿勢 30 ％

　３．テストその他 0 ％

　

9

10

11

12

13

14

15

目標検定・
課外授業
実施予定・

その他

評
価
基
準

出席率などから算出

　　課題･テスト（その他検定など）はそれぞれ20％以上とし、授業姿勢は30％とする。

6

7

8

2

3

4

5

学習目標

使用テキスト

週数

1

まちづくりを考える

実践を交えてより深く考えていく

地域の関係企業と連携し建築・測量現場においての課題調査、研究、提案を行う

授業計画

地域連携まちづくりについて考える。その他

横田　貴子 １担当教員

学習目的

授業内容

建築・デザイン 2年課程 ２

科 目 名 建築課題解決学習ⅡＡ

評　価　内　容

実習先からの評価をもとに算出

評価項目/割合



学科 年

学期 後 期

科目区分 専門 授業方法 演習 分類 選択必修 単位数

　１．課　題 70 ％

　２．授業姿勢 30 ％

　３．テストその他 0 ％

　

9

10

11

12

13

14

15

目標検定・
課外授業
実施予定・

その他

評
価
基
準

出席率などから算出

　　課題･テスト（その他検定など）はそれぞれ20％以上とし、授業姿勢は30％とする。

6

7

8

2

3

4

5

学習目標

使用テキスト

週数

1

まちづくりを考える

実践を交えてより深く考えていく

地域の関係企業と連携し建築・測量現場においての課題調査、研究、提案を行う

授業計画

地域連携まちづくりについて考える。その他

横田　貴子 １担当教員

学習目的

授業内容

建築・デザイン 2年課程 ２

科 目 名 建築課題解決学習ⅡB

評　価　内　容

実習先からの評価をもとに算出

評価項目/割合



学科 年

学期 前 期

科目区分 専門 授業方法 演習 分類 自由選択 単位数

50 ％

30 ％

20 ％

　

13

14

15

目標検定・課外授業実施予定・その他

課題･テスト（その他検定など）はそれぞれ20％以上とし、授業姿勢は30％とする。

不定期に実施される学科イベントがある場合がある。

 評   価   基  準

１．課 題

２．授業姿勢
 無欠席での参加  身だしなみ・挨拶等ビジネスマナー

３．テストその他
イベント演習の成果を評価する

イベント演習9

10

11

12

6

7

8

イベント演習

イベント演習

イベント演習

イベント演習

イベント演習

イベント演習

イベント演習2

3

4

5

学習目標

使用テキスト

週数

1

校外研修や企業連携授業などの学科活動を実施し、今後の就職への意識の向上や業界理解を促進する。

 通年を通して実施される学科イベントに参加する。

学科活動に積極的に参加できる。校内外の人とコミュニケーションがとれる。

なし

授業計画

イベント演習

アドバイザー 1担当教員

学習目的

授業内容

情報システム １

科 目 名 建築総合演習ⅡA

評 価 内 容

課題及びレポートを評価する

イベント演習

イベント演習

イベント演習

イベント演習

イベント演習

イベント演習

評価項目/割合



学科 年

学期 後 期

科目区分 専門 授業方法 演習 分類 自由選択 単位数

50 ％

30 ％

20 ％

　

13

14

15

目標検定・課外授業実施予定・その他

課題･テスト（その他検定など）はそれぞれ20％以上とし、授業姿勢は30％とする。

不定期に実施される学科イベントがある場合がある。

 評   価   基  準

１．課 題

２．授業姿勢
 無欠席での参加  身だしなみ・挨拶等ビジネスマナー

３．テストその他
イベント演習の成果を評価する

イベント演習9

10

11

12

6

7

8

イベント演習

イベント演習

イベント演習

イベント演習

イベント演習

イベント演習

イベント演習2

3

4

5

学習目標

使用テキスト

週数

1

校外研修や企業連携授業などの学科活動を実施し、今後の就職への意識の向上や業界理解を促進する。

 通年を通して実施される学科イベントに参加する。

学科活動に積極的に参加できる。校内外の人とコミュニケーションがとれる。

なし

授業計画

イベント演習

アドバイザー 1担当教員

学習目的

授業内容

情報システム １

科 目 名 建築総合演習ⅡB

評 価 内 容

課題及びレポートを評価する

イベント演習

イベント演習

イベント演習

イベント演習

イベント演習

イベント演習

評価項目/割合



学科 年

学期 前 期

科目区分 一般 授業方法 演習 分類 自由選択 単位数

　１．課　題 40 ％

　２．授業姿勢 30 ％

　３．テストその他 30 ％

　

9

10

11

12

13

14

15

目標検定・
課外授業
実施予定・

その他

チームワークの意義と重要性・リーダーシップとメンバーシップについて学ぶ②　（グループワーク）

評
価
基
準

出席率および受講マナー、積極的に授業に参加しているか。以上の観点より算出

確認テスト結果より算出

　　課題･テスト（その他検定など）はそれぞれ20％以上とし、授業姿勢は30％とする。

6

7

8

模擬面接②

会社は自分のキャリア形成の場、自分のビジネスキャリアは自分で作る

ビジネス会話の基本

非認知能力の振り返り自己分析④（学修到達度自己評価ヒアリングシート）

不満やクレームを防ぐ方法、再発防止について（グループワーク）

チームワークの意義と重要性・リーダーシップとメンバーシップについて学ぶ①　（グループワーク）

模擬面接①2

3

4

5

学習目標

使用テキスト

週数

1

自己の将来を明確にし、希望職への内定を目指す。

採用試験対策や採用試験の振り返りを行う。

グループワークを通して、様々な価値観に触れ、お互いの価値観の違いを認め受容する中で、対人関係力を身につける

Ｂｉｔ就職ハンドブック

授業計画

【オリエンテーション】
「目指す職業」「卒業後の自分」について自己分析する（ライフプラン）

AD 1担当教員

学習目的

授業内容

**コースを選択してください（DELで消去）** ２

科 目 名 建築就職支援ⅡＡ

評　価　内　容

課題プリント等からの評価をもとに算出

【マネジメントの基本】
　PDCAサイクル、目標から計画を立てる

【マネジメントの基本】
計画の重要性について学び採用試験後の振り返りと対策の重要性について知る

採用試験の振り返り

採用試験の振り返り

企業説明会

企業説明会

評価項目/割合



学科 年

学期 後 期

科目区分 一般 授業方法 演習 分類 自由選択 単位数

　１．課　題 40 ％

　２．授業姿勢 30 ％

　３．テストその他 30 ％

　

9

10

11

12

13

14

15

目標検定・
課外授業
実施予定・

その他

１分間スピーチ

評
価
基
準

出席率および受講マナー、積極的に授業に参加しているか。以上の観点より算出

確認テスト結果より算出

　　課題･テスト（その他検定など）はそれぞれ20％以上とし、授業姿勢は30％とする。

6

7

8

非認知能力の振り返り自己分析⑤（学修到達度自己評価ヒアリングシート）

人間関係の築き方について

社会人講話、地域連携

社会人講話、地域連携

社会人講話、地域連携

就業規則と労働法：ワークルールについて学ぶ

社会人・職業人としての心構え2

3

4

5

学習目標

使用テキスト

週数

1

社会で活躍するための強い人材になる。

内定後の社会人ビジネスマナー講習やグループワークによるリーダーシップ、メンバーシップの実践

社会に出てから活躍するためのビジネスマナーや仕事の考え方・基本姿勢を身につける。

Ｂｉｔ就職ハンドブック

授業計画

 【オリエンテーション】１分間スピーチ

AD 1担当教員

学習目的

授業内容

**コースを選択してください（DELで消去）** ２

科 目 名 建築就職支援ⅡB

評　価　内　容

課題プリント等からの評価をもとに算出

卒業後の自分

社会人になる為のビジネスマナー

卒業成果の課題を通してチームワーク、プレゼンテーション能力を高める①

卒業成果の課題を通してチームワーク、プレゼンテーション能力を高める②

卒業成果の課題を通してチームワーク、プレゼンテーション能力を高める③

非認知能力の振り返り自己分析⑥（学修到達度自己評価ヒアリングシート）

評価項目/割合


